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はじめに

『Sun Cluster Data Service for BroadVision One-To-One Enterpriseガイド (Solaris OS版)
』は、Sun™ Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストールと構
成について説明します。

このマニュアルは、Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認し、適切な装置
とソフトウェアを購入しておく必要があります。

このマニュアルの説明を理解するためには、Solaris™オペレーティングシステムの知
識と、Sun Clusterとともに使用されるボリューム管理ソフトウェアの知識が必要で
す。

UNIXコマンド
このマニュアルでは、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成に固有のコマ
ンドについて説明します。このマニュアルでは、基本的な UNIX®コマンドの包括的
な情報や手順 (システムの停止、システムの起動、およびデバイスの構成など)につい
ては説明しません。基本的な UNIXコマンドに関する情報および手順については、以
下を参照してください。

� Solarisオペレーティングシステムのオンラインドキュメント
� Solarisオペレーティングシステムのマニュアルページ
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]
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[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
関連する Sun Clusterトピックについての情報は、以下の表に示すマニュアルを参照
してください。すべての Sun Clusterマニュアルは、http://docs.sun.comで参照
できます。

トピック マニュアル

データサービス管理 『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』

各データサービスガイド

概念 『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』

概要 『Sun Clusterの概要 (Solaris OS版)』

ソフトウェアのインス
トール

『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』

システム管理 『Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版)』

ハードウェア管理 『Sun Cluster 3.x Hardware Administration Manual for Solaris OS』

各ハードウェア管理ガイド

データサービスの開発 『Sun Clusterデータサービス開発ガイド (Solaris OS版)』

エラーメッセージ 『Sun Cluster Error Messages Guide for Solaris OS』

コマンドおよび関数の
リファレンス

『Sun Cluster Reference Manual for Solaris OS』

Sun Clusterの完全なマニュアルリストについては、ご使用のリリースの Sun Cluster
のリリース情報 ( http://docs.sun.com) を参照してください。
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関連するサン以外のWebサイトの引用
このマニュアル内で引用するサン以外の URLでは、補足的な関連情報が得られま
す。

注 –このマニュアルには、サン以外の団体/個人のWebサイトに関する情報が含まれ
ています。サンは、これらのサイトあるいはリソースに関する、あるいはこれらのサ
イト、リソースから利用可能であるコンテンツ、広告、製品、あるいは資料に関して
一切の責任を負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれらを経由して
利用できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに伴って発生した
(あるいは発生したと主張される)実際の (あるいは主張される)損害や損失について
も、Sunは一切の責任を負いません。

Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは、http://docs.sun.comです。

ヘルプ
Sun Clusterをインストールまたは使用しているときに問題が発生した場合は、ご購入
先に連絡し、次の情報をお伝えください。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� システムのモデルとシリアル番号
� Solarisオペレーティングシステムのバージョン番号 (例: Solaris 8)
� Sun Clusterのバージョン番号(例: Sun Cluster 3.0)

サービスプロバイダのために、次のコマンドを使用して、システム上の各ノードに関
する情報を収集してください。
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コマンド 機能

prtconf -v システムメモリのサイズと周辺デバイス情報を表示します

psrinfo -v プロセッサの情報を表示する

showrev –p インストールされているパッチを報告する

SPARC:prtdiag
-v

システム診断情報を表示する

scinstall -pv Sun Clusterのリリースおよびパッケージのバージョン情報を表示します

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。
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Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseのインストー
ルと構成

この章では、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseをインストール
して構成するための手順について説明します。

この章では、次の手順について説明します。

� 19ページの「サーバーとポートの衝突を防ぐ」
� 21ページの「Sun Cluster HA for DBMSをインストールして構成する」
� 21ページの「HTTPサーバーをインストールして構成する」
� 21ページの「BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアをインストールし
て構成する」

� 23ページの「BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェア、データベース、
および HTTPサーバーインストールを構成して確認する」

� 29ページの「Web Startプログラムを使用して Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseパッケージをインストールする」

� 30ページの「scinstallユーティリティーを使用して Sun Cluster HA for
BroadVision One-To-One Enterpriseパッケージをインストールする」

� 34ページの「Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseを登録して
構成する」

� 36ページの「Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインス
トールと構成を確認する」

� 37ページの「Command Centerを BroadVision One-To-One Enterpriseサーバー
に接続する」

� 41ページの「代替構成: BroadVision One-To-One Enterprise、データベース、お
よび HTTPサーバーのインストールを構成して確認する」

� 46ページの「代替構成: Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
パッケージをインストールする」

� 46ページの「代替構成: Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
を登録して構成する」

� 48ページの「代替構成: Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
のインストールを確認する」

Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseバックエンドサーバーは、
フェイルオーバーデータサービスとして構成します。Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterprise Interaction Managersは、スケーラブルデータサービスとして
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構成します。データサービス、リソースグループ、リソース、およびその他の関連ト
ピックについての一般的な情報は、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理
(Solaris OS版)』の「Sun Clusterデータサービスの計画」および『Sun Cluster 3.1の概
念』を参照してください。

Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseの概要
この節を読んで、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseがどのよう
に BroadVision One-To-One Enterpriseの高可用性を実現するかを理解してください。

フェイルオーバーサービスやスケーラブルサービスの概念については、『Sun Cluster
の概念 (Solaris OS版)』を参照してください。

Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseは、障害監視機能および自動
フェイルオーバー機能を BroadVision One-To-One Enterpriseサーバーに提供します。
このデータサービスは、障害監視機能と自動フェイルオーバー機能を使用して、
BroadVision One-To-One Enterpriseサイトにおける単一点障害を防ぎます。

表 1 BroadVision One-To-One Enterpriseサイトコンポーネントの保護

BroadVision One-To-One Enterpriseサイ
トコンポーネント コンポーネントを保護するデータサービス

BroadVision One-To-One Enterprise
データベース

Sun Cluster HA for Oracleまたは Sun Cluster HA for
Sybase ASE

BroadVision One-To-One Enterprise
Interaction Managers

Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
(スケーラブル構成)

BroadVision One-To-One Enterprise
バックエンドサーバー

Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
(フェイルオーバー構成)

HTTPサーバー Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverまたは
Sun Cluster HA for Apache
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Task Map: Sun Cluster HA for
BroadVision One-To-One Enterpriseのイ
ンストールと構成
表 2に、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストールと構
成において行う作業を示します。指定された順番どおりに、各作業を行ってくださ
い。

表 2 Task Map: Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストールと構
成

タスク 参照箇所

BroadVision One-To-One Enterprise
のインストールと構成を計画する

『Sun Cluster Data Service for BroadVision One-To-One
Enterpriseガイド (Solaris OS版)』の第一章

14ページの「Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseのインストールと構成の計画」

ノードとディスクを準備する 19ページの「サーバーとポートの衝突を防ぐ」

BroadVision One-To-One Enterprise
ソフトウェア、HTTPサーバー、
データベースのインストールと構成
を行う

21ページの「Sun Cluster HA for DBMSをインストー
ルして構成する」

21ページの「HTTPサーバーをインストールして構成
する」

21ページの「BroadVision One-To-One Enterpriseソフ
トウェアをインストールして構成する」1

23ページの「BroadVision One-To-One Enterpriseソフ
トウェア、データベース、および HTTPサーバーイン
ストールを構成して確認する」

Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseパッケージの
インストール

29ページの「Web Startプログラムを使用して Sun
Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
パッケージをインストールする」

30ページの「scinstallユーティリティーを使用し
て Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One
Enterpriseパッケージをインストールする」

1 n個の論理ホスト名を持つ 1つのフェイルオーバーリソースグループを使用するように Sun Cluster HA for
BroadVision One-To-One Enterpriseバックエンドサーバーを構成するには、41ページの「代替構成」に進みま
す。インストールを実行するには、41ページの「代替構成」に示されている作業を行なってください。インス
トールを実行しない場合は、23ページの「BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェア、データベース、お
よび HTTPサーバーインストールを構成して確認する」に進みます。
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表 2 Task Map: Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストールと構
成 (続き)
タスク 参照箇所

Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseの登録と構成

34ページの「Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseを登録して構成する」

36ページの「Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseのインストールと構成を確認す
る」

Command Centerを BroadVision
One-To-One Enterpriseサーバーに接
続する

37ページの「Command Centerを BroadVision
One-To-One Enterpriseサーバーに接続する」

Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterprise障害モニター
情報の表示

49ページの「Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterprise障害モニターの動作」

BroadVision One-To-One Enterprise
の機能の表示

51ページの「BroadVision One-To-One Enterpriseの機
能」

Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseのインストール
と構成の計画
この節には、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストール
と構成の計画に必要な情報が記載されています。

構成に関する制限事項

注意 –これらの制限事項を守らないと、データサービスの構成がサポートされない場
合があります。

ここに示す制限事項を考慮して、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One
Enterpriseのインストールと構成の計画を行なってください。ここでは、Sun Cluster
HA for BroadVision One-To-One Enterpriseにのみ適用されるソフトウェアとハード
ウェア構成の制限事項を示します。

すべてのデータサービスに適用される制約事項については、『Sun Clusterご使用にあ
たって (Solaris OS版)』を参照してください。
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� お使いのリリースの Sun Clusterに適合するバージョンの BroadVision
One-To-One Enterpriseソフトウェアを使用してください。

構成に関する要件

注意 –次の要件を満たさないと、データサービスの構成がサポートされない場合があ
ります。

ここに示す要件を考慮して、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
のインストールと構成の計画を行ってください。これらの要件は、Sun Cluster HA
for BroadVision One-To-One Enterpriseにのみ適用されます。Sun Cluster HA for
BroadVision One-To-One Enterpriseのインストールと構成を始める前に、次の要件を
満たしておく必要があります。

すべてのデータサービスに適用される要件については、『Sun Cluster 3.1データサー
ビスのインストールと構成』の「データサービス固有の要件の識別』を参照してくだ
さい。

� BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアをクラスタファイルシステムに
インストールする。

� すべてのクラスタノードで同一の BroadVisionユーザーを作成する。

� BroadVisionが提供する必須パッチをすべてインストールして、BroadVision
One-To-One Enterpriseソフトウェアが Sun Cluster環境で実行できるようにす
る。

� 15ページの「データサービスの標準構成」に示すように、
$BV1TO1_VAR/etc/bv1to1.conf構成ファイル内の Interaction Manager、
バックエンドサーバー、およびルートホストを設定する。

� BroadVision One-To-One Enterpriseサーバーを起動する前に、データベースを起
動する。

データサービスの標準構成
Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストールと構成を計画
する場合は、この節の標準構成を使用してください。Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseは、この節で説明する標準の構成をサポートします。Sun
Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseは、追加構成もサポートできる場
合があります。ただし、Enterprise Servicesの担当者に連絡し、他の構成に関する情
報を得る必要があります。

� 16ページの「BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアのための複数のリ
ソースグループを持つクラスタ」
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� 17ページの「代替構成: BroadVision One-To-One Enterpriseのバックエンドと
ルートホストサーバー向けに 1つのリソースグループを持つクラスタ」

サポートされているすべての構成について、16ページの「Sun Cluster HA for DBMS
と HTTPサーバーの構成」に従って HA (高可用性)データベースと HTTPサーバー
を設定してください。

Sun Cluster HA for DBMSと HTTPサーバーの構成
Sun Cluster HA for DBMSと HTTPサーバーは次のように構成します。

� 論理ホスト名を使用するように Sun Cluster HA for Oracleまたは Sun Cluster HA
for Sybase ASEを構成する。

� 論理ホスト名 (フェイルオーバー構成の場合)または共有アドレス (スケーラブル構
成の場合)を使用するように Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverまた
は Sun Cluster HA for Apacheを構成する。

BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアのため
の複数のリソースグループを持つクラスタ
BroadVision One-To-One Enterpriseルートホスト、バックエンド、Interaction
Managerのプロセスは次のように構成します。

� 1つのリソースグループ内の 1つの論理ホスト名を使用するようにルートホストリ
ソースを構成する。

� 複数のリソースグループ内の残りの論理ホスト名を使用するようにバックエンドリ
ソースを構成する。

� 次に示す場所の 1つで Interaction Managerリソースを構成する。

� すべてのクラスタノード

� すべてのクラスタプライベートホスト名。クラスタインターコネクトとプライ
ベートホスト名の詳細は、『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris
OS版)』を参照してください。

図 1に、これらのガイドラインに従った構成例を示します。

図 1構成例:個別のリソースグループで構成された 3つの論理ホスト名を持つクラスタ
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注 –すべてのクラスタノード上またはすべてのクラスタプライベートホスト名上
で、Interaction Managerリソースを構成してください。すべてのクラスタプライ
ベートホスト名上で Interaction Managerを構成する場合は、同じクラスタ上で
HTTPサーバーを設定してください。すべてのクラスタノード上で Interaction
Managerを構成する場合は、クラスタ以外の場所に HTTPサーバーを設定できま
す。

代替構成: BroadVision One-To-One Enterpriseのバックエ
ンドとルートホストサーバー向けに 1つのリソースグルー
プを持つクラスタ
Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseバックエンドサーバーは、各
バックエンドリソースに要求される管理の柔軟性と精度に応じ、1つのリソースグ
ループだけを使用するように構成することができます。代替構成を設定するには、
BroadVision One-To-One Enterpriseルートホスト、バックエンド、および Interaction
Managerプロセスを次のように構成します。

� ルートホストおよびすべてのバックエンドリソースが同じフェイルオーバーリソー
スグループ内の n個の論理ホスト名を使用するように構成する。

� 次に示す場所の 1つで Interaction Managerリソースを構成する。

� すべてのクラスタノード

� すべてのクラスタプライベートホスト名。クラスタインターコネクトとプライ
ベートホスト名の詳細は、『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris
OS版)』を参照してください。

図 2に示されているこの構成には、別の手順が必要となります。詳細については、
41ページの「代替構成」を参照してください。

図 2構成例: 1つのリソースグループで構成された 3つの論理ホスト名を持つクラスタ
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注 –すべてのクラスタノード上またはすべてのクラスタプライベートホスト名上
で、Interaction Managerリソースを構成してください。すべてのクラスタプライ
ベートホスト名上で Interaction Managerを構成する場合は、同じクラスタ上で
HTTPサーバーを設定してください。すべてのクラスタノード上で Interaction
Managerを構成する場合は、クラスタ以外の場所に HTTPサーバーを設定できま
す。

構成上の考慮事項
Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストールと構成を計画
する場合は、この節の情報を利用してください。この節で説明する情報は、Sun
Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストールと構成において、
その決定事項が与える影響を考える上で役立ちます。

� BroadVisionユーザーのホームディレクトリ –すべてのクラスタノードに同一の
BroadVisionユーザー (bvuser)を作成してください。BroadVisionユーザーのホー
ムディレクトリは、クラスタファイルシステム上に配置してください。すべてのク
ラスタノード上のすべての BroadVisionユーザーを同じホームディレクトリに配置
してください。

� BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェア – BroadVision One-To-One
Enterpriseソフトウェアをクラスタファイルシステムにインストールすることで、
クラスタ内のすべてのノードが同一の BroadVision One-To-One Enterpriseバイナ
リと構成ファイルにアクセスできるようにします。

構成計画に関する質問
Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストールと構成を計画
する場合は、この節の質問を利用してください。『Sun Clusterデータサービスの計画
と管理 (Solaris OS版)』の「構成ワークシート」にあるデータサービスワークシート
に、質問の答えを記入してください。これらの質問についての情報は、18ページ
の「構成上の考慮事項」を参照してください。

� フェイルオーバーデータサービス、スケーラブルデータサービスのどちらで Sun
Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseを使用するか。

� Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseをスケーラブルサービス
として実行する場合、どのノードがスケーラブルサービスをホストするか。

� ネットワークアドレスとアプリケーションリソースにどのリソースグループを使用
しますか。また、それらの間にはどのような依存関係がありますか。

� データサービスにアクセスするクライアントのための、論理ホスト名 (フェイル
オーバーサービスの場合)または共有アドレス (スケーラブルサービスの場合)はな
にか。

� システム構成ファイルはどこに置きますか。
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BroadVision One-To-One Enterpriseバイナリをクラスタファイルシステムではな
くローカルファイルシステムに配置する場合の利点と欠点については、『Sun
Cluster Data Service for BroadVision One-To-One Enterpriseガイド (Solaris OS版)
』の「Determining the Location of the Application Binaries」(3ページ)を参照し
てください。

ノードとディスクの準備
この節では、ノードとディスクの準備に必要な手順について説明します。

� サーバーとポートの衝突を防ぐ
次の手順で、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストール
と構成を準備します。

デフォルトで orbixデーモンは、 IT_DAEMON_SERVER_BASEおよび
IT_DAEMON_SERVER_RANGEプロパティが指定する利用可能なポート番号を選びま
す。これらのプロパティは、デーモンが起動するサーバーが使用します。はじめて
サーバーへの接続を試みる際に、クライアントは orbixデーモンにポート番号を要
求します。続いて、orbixデーモンが指定したポートに接続します。クライアントが
orbixデーモンにポート番号を要求したあとで、まだクライアントがポートに接続す
る前にフェイルオーバーが発生すると、クライアントは不正なサーバーに接続する可
能性があります。

この手順では、サーバーとポートの衝突を防ぐための 2つの方法について説明しま
す。

1. どちらの方法を使用するかを選択します。

� 各ホスト用に IT_LOCAL_SERVER_BASEプロパティを構成する

この方法を使用する場合、手順 2に進みます。

� iiop_portパラメータを bv1to1.confファイル内の各プロセスエントリに
追加する

この方法を使用する場合、手順 3に進みます。

2. orbixデーモンが個々のノードに割り当てるポートが重複しないように各ホスト
の IT_LOCAL_SERVER_BASEプロパティを構成します。たとえば、BroadVision
One-To-One Enterpriseサーバーと Interaction Managerをクラスタノード A、
B、および Cで実行する場合、bv1to1.confファイルのエントリは次のように設
定します。

export
...
IT_DAEMON_SERVER_RANGE = “200”;
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...
site bv
{

...
node A {

export IT_LOCAL_SERVER_BASE = “1300”;
...

}
node B {

export IT_LOCAL_SERVER_BASE = “1500”; # 1300 + 200
...

}
node C {

export IT_LOCAL_SERVER_BASE = “1700”; # 1500 + 200
...

}
...

}

3. bv1to1.confファイル内の各プロセスエントリに iiop_portパラメータを追加
し、サーバーポートエントリの衝突が発生していないことを確認します。
iiop_portは文書化されていない BroadVision One-To-One Enterpriseサーバー
のパラメータであり、どのポートをサーバーが使用すべきかを指定するものです。
たとえば、次のプロセスエントリは、cntdbサーバーがポート 1305を使用する
ように定義しています。

process cntdb { parameter iiop_port = “1305”; }

C++ CORBAサーバーは、iiop_portパラメータをサポートします。Javaサー
バーの場合、BroadVision One-To-One Enterprise 6.0AB以降のバージョンに
アップグレードする必要があります。

BroadVision One-To-One Enterpriseソフ
トウェア、データベース、および HTTP
サーバーのインストールと構成
この節では、BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェア、データベースソフト
ウェア、および HTTPソフトウェアをインストールして構成するための手順について
説明します。
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Sun Cluster HA for DBMSをインストールして構
成する
Sun Cluster HA for Oracleをインストールする場合は『Sun Cluster Data Service for
Oracleガイド (Solaris OS版)』、Sun Cluster HA for Sybase ASEをインストールする
場合は『Sun Cluster Data Service for Sybase ASEガイド (Solaris OS版)』を参照してく
ださい。

HTTPサーバーをインストールして構成する
Sun Java System Web Serverを HTTPサーバーとしてお使いの場合は、『Sun Cluster
Data Service for Sun Java System Web Serverガイド (Solaris OS版)』の説明に従って、
Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverを構成します。Apache Web Server
が HTTPサーバーの場合は、『Sun Cluster Data Service for Apacheガイド (Solaris OS
版)』の説明に従って Sun Cluster HA for Apacheを構成します。

� BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェア
をインストールして構成する
次の手順で BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアのインストールと構成を
行い、Sun Cluster環境で実行される BroadVision One-To-One Enterpriseソフト
ウェアの有効化方法を構成します。

1. 14ページの「Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインス
トールと構成の計画」および 18ページの「構成上の考慮事項」に示されているガ
イドラインに従ってください。

2. 『BroadVision One-To-One Enterprise Installation and Administration Guide』の手順に
従って、BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアをクラスタファイルシ
ステムにインストールします。

注 – BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアのインストールは、任意の
クラスタノードからクラスタファイルシステムに 1度だけ行います。

3. $BV1TO1_VAR/etc/bv1to1.confファイルを構成します。

表 3は、$BV1TO1_VAR/etc/bv1to1.confファイルによる BroadVision
One-To-One Enterpriseコンポーネントの構成例を示しています。詳細について
は、15ページの「データサービスの標準構成」と、『 BroadVision One-To-One
Enterprise Installation and Administration Guide』の説明を参照してください。
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表 3 $BV1TO1_VAR/etc/bv1to1.confファイルの構成

BroadVision One-To-One Enterpriseコン
ポーネント 構成内容

ルートホスト 論理ホスト名

バックエンドサーバー 論理ホスト名

Interaction Manager すべてのクラスタノードまたはすべてのクラスタプ
ライベートホスト名1

1 クラスタインターコネクトとプライベートホスト名の詳細は、『Sun Clusterソフトウェアのインストール
(Solaris OS版)』を参照してください。

注 –すべてのクラスタプライベートホスト名上で Interaction Managerを構成する
場合は、同じクラスタ上で HTTPサーバーを設定してください。すべてのクラス
タノード上で Interaction Managerを構成する場合は、クラスタ以外の場所に
HTTPサーバーを設定できます。

注 –クラスタは、BroadVision One-To-One Enterpriseバックエンドサーバーが任
意のクラスタノードからデータベースにアクセスできるように構成してください。

次に進む手順
フェイルオーバーリソースグループは、各バックエンドリソースに要求される管理の
柔軟性と精度に応じ、次に示す方法のどちらかで設定できます。

� 複数の論理ホスト名を使用するために複数のフェイルオーバーリソースグループを
設定する。この方法を使用する場合は、36ページの「Sun Cluster HA for
BroadVision One-To-One Enterpriseのインストールと構成を確認する」に進みま
す。

� n個の論理ホスト名を使用し、すべてのバックエンドリソースとルートホストリ
ソースを含めるために 1つのフェイルオーバーリソースグループを設定する。この
オプションを使用する場合は、41ページの「代替構成」に進み、この節の説明に
従って、インストールを完成させます。

注 –詳細については、15ページの「データサービスの標準構成」を参照してくださ
い。
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� BroadVision One-To-One Enterpriseソフト
ウェア、データベース、および HTTPサーバーイ
ンストールを構成して確認する
次の手順で、フェイルオーバー構成でバックエンドホストとルートホストを実行でき
るノードすべてで、バックエンドプロセスの開始と停止をテストします。また、この
手順を使用してクラスタ内で構成した BroadVision One-To-One Enterprise Interaction
Managersもテストします。

フェイルオーバーリソースグループは、各バックエンドリソースに要求される管理の
柔軟性と精度に応じ、次に示す方法のどちらかで設定できます。

� 複数の論理ホスト名を使用するために複数のフェイルオーバーリソースグループを
設定する。この方法を使用する場合は、手順 1に進みます。

� n個の論理ホスト名を使用し、すべてのバックエンドリソースとルートホストリ
ソースを含めるために 1つのフェイルオーバーリソースグループを設定する。この
オプションを使用する場合は、41ページの「代替構成」に進み、この節の説明に
従って、インストールを完成させます。

注 –詳細については、15ページの「データサービスの標準構成」を参照してくださ
い。

1. BroadVision One-To-One Enterpriseルートホストリソースを含めるには、その
ルートホストの論理ホスト名を使用するフェイルオーバーリソースグループを作成
します。

# scrgadm -a -g root-host-resource-group [-h nodelist]

-g root-host-resource-group ルートホストの論理ホスト名を使用し、さらに
BroadVisionルートホストリソースを含むリソース
グループの名前を指定します。ルートホストリソー
スグループの名前は任意に選択できますが、クラス
タ内のリソースグループとして一意のものでなけれ
ばなりません。

[-h nodelist] 潜在マスターを識別する物理ノード名または IDを
コンマで区切ったリストで指定します (省略可能)。
この順序で、Resource Group Manager (RGM)は、
フェイルオーバー時の主ノードを決定します。

2. ルートホストプロセスとバックエンドプロセスのためのフェイルオーバーリソース
グループを作成します。

n個の論理ホスト名上に構成されているバックエンドプロセスのために、scrgadm
(1M)コマンドを実行して n個のフェイルオーバーリソースグループを構成しま
す。
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# scrgadm -a -g back-end-resource-group-1 [-h nodelist]
# scrgadm -a -g back-end-resource-group-2 [-h nodelist]
# scrgadm -a -g back-end-resource-group-3 [-h nodelist]
...
# scrgadm -a -g back-end-resource-group-n [-h nodelist]

-g back-end-resource-group バックエンド論理ホスト名とリソースを含むリソー
スグループの名前を指定します。バックエンドリ
ソースグループの名前は任意に選択できますが、ク
ラスタ内のリソースグループとして一意のものでな
ければなりません。

3. 使用するすべての論理ホスト名がネームサービスデータベースに追加されているか
どうかを確認します。

さらに、使用するすべての論理ホスト名を各クラスタノードの
/etc/inet/hostsファイルに追加します。これで、ネームサービスが停止して
もノードはそれらのローカルホストファイルで名前とアドレスのマッピングを確認
できます。

4. scrgadmコマンドを実行し、作成された各リソースグループが使用できる論理ホ
スト名を追加します。

# scrgadm -a -L -g root-host-resource-group -l root-host-logical-hostname-1 [-n netiflist]
# scrgadm -a -L -g back-end-resource-group-1 -l back-end-logical-hostname-1 [-n netiflist]
# scrgadm -a -L -g back-end-resource-group-2 -l back-end-logical-hostname-2 [-n netiflist]
...

# scrgadm -a -L -g back-end-resource-group-n -l back-end-logical-hostname-n [-n netiflist]

-l root-host-logical-hostname ルートホストリソースグループが使用する論理ホ
スト名 (フェイルオーバー IPアドレス)を指定し
ます。

-l back-end-logical-hostname 各バックエンドリソースグループが使用する論理
ホスト名を指定します。

[-n netiflist] 各ノード上の IPネットワークマルチパスグルー
プをコンマで区切って指定します (省略可能)。
netiflist の各要素は、netif@node の形式で指定
する必要があります。netifは IPネットワーク
マルチパスグループ名 (sc_ipmp0など)として指
定できます。ノードは、sc_ipmp0@1、
sc_ipmp@phys-schost-1 などのノード名また
はノード IDで特定できます。

注 –現バージョンの Sun Clusterでは、netifに
アダプタ名を使用できません。
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5. Interaction Manager用のスケーラブルリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g im-resource-group -y Maximum_primaries=m -y Desired_primaries=n

-g im-resource-group Interaction Managerが含まれるスケーラブルリ
ソースグループの名前を指定します。どのよう
な名前でもかまいませんが、クラスタ内のリ
ソースグループごとに一意である必要がありま
す。

-y Maximum_primaries =m このリソースグループに許可するアクティブ主
ノードの最大数を指定します。このプロパ
ティに値を指定しない場合は、デフォルトの 1
になります。

-y Desired_primaries =n このリソースグループに許可するアクティブ主
ノードの希望数を指定します。このプロパ
ティに値を指定しない場合は、デフォルトの 1
になります。

6. 1つのクラスタノードから scswitch(1M)コマンドを実行してフェイルオーバー
リソースグループを管理された状態に変更し、それらのグループをオンラインにし
ます。

# scswitch -Z -g root-host-resource-group
# scswitch -Z -g back-end-resource-group-1
# scswitch -Z -g back-end-resource-group-2
...

# scswitch -Z -g back-end-resource-group-n

注 –スケーラブルリソースグループにはまだリソースが含まれないため、スケーラ
ブルリソースグループをオンラインにする必要はありません。論理ホスト名リソー
スを使用できないと BroadVision One-To-One Enterpriseバックエンドプロセスは
開始できないため、フェイルオーバーリソースグループはオンラインにする必要が
あります。

7. データベースがアクセス可能であることを確認します。

詳細は、データベースのマニュアルを参照してください。

8. 任意のクラスタノードから BroadVision One-To-One Enterpriseバックエンド
サーバーがデータベースにアクセスできるようにデータベースが構成されているか
を確認します。

詳細は、データベースのマニュアルを参照してください。

9. ルートホストリソースグループを管理するクラスタノードに BroadVisionユー
ザーとしてログインします。
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10.『BroadVision One-To-One Enterprise Installation and Administration Guide』の手順に
従って、以下の BroadVisionコマンドを実行します。

a. BV_LOCAL_HOST環境変数を root-host-logical-hostnameとして設定します。

b. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを有効にします。

c. ルートホストで bvconf bootstrap コマンドを実行して、BroadVision
One-To-One Enterpriseのインストールを開始します。

注 – bvconfコマンドはスーパーユーザーとして実行しないでください。

% bvconf bootstrap -r root-host-logical-hostname

d. BV_LOCAL_HOST環境変数を back-end-logical-hostnameまたは im-hostnameとし
て設定します。

e. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを有効にします。

f. /etc/opt/BVSNsmgrディレクトリが存在すること、およびこのディレクトリ
に書き込み権および実行権があることを確認します。

g. 各バックエンドホストおよび Interaction Managerホストに対してbvconf
executeコマンドを実行して、BroadVision One-To-One Enterpriseプロセス
を構成して起動します。

% bvconf execute -local -var shared -r root-host-logical-hostname

11. BroadVision コマンド bvconf gateway を実行して、HTTP ゲートウェイアプリ
ケーションのゲートウェイ構成ファイルを生成します。

このコマンドは、ファイルを生成してそれらを $BV1TO1_VAR/etc/appName.cfg
ファイルに書き込みます。

% bvconf gateway -A appName

-A appName $BV1TO1_VAR/etc/bv1to1.conf構成ファイルで定義されてい
るゲートウェイアプリケーション名を指定します。詳細について
は、『BroadVision One-To-One Enterprise Installation and
Administration Guide』を参照してください。

12. HTTPインスタンスを実行する各クラスタノードで、/etc/opt/BVSNsmgr
ディレクトリにゲートウェイアプリケーション構成ファイルをコピーします。
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注 – .cfg.拡張子の付いたゲートウェイアプリケーション構成ファイルをコピーし
てください。

詳細については、『BroadVision One-To-One Enterprise Installation and Administration
Guide』を参照してください。

13. HTTPサーバーを構成して起動します。

詳細は、HTTPサーバーのマニュアルを参照してください。HTTPサーバー構成の
詳細は、『BroadVision One-To-One Enterprise Installation and Administration
Guide』を参照してください。

14. BroadVisionクライアントから BroadVisionサイトに接続し、インストールを確
認します。

15. BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアが正常に動作していれば、次の
操作を行なって Interaction Manager、バックエンドプロセス、およびルートホス
トプロセスを停止します。

a. Interaction Managerを停止します。

i. BV_LOCAL_HOST環境変数を im-hostnameとして設定します。

ii. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを有効にします。

iii.次のコマンドを実行します。

# bvconf shutdown -local

b. バックエンドプロセスを停止します。

i. BV_LOCAL_HOST環境変数を back-end-logical-hostname-nとして設定します。

ii. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを有効にします。

iii.次のコマンドを実行します。

# bvconf shutdown -local

c. ルートホストプロセスを停止します。

i. BV_LOCAL_HOST環境変数を root-host-logical-hostnameとして設定します。

ii. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを有効にします。

iii.次のコマンドを実行します。
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# bvconf shutdown -local

16. scswitchコマンドを実行して、リソースグループをほかのクラスタノード (node2
など)に切り替えます。

# scswitch -z -g root-host-resource-group -h node2
# scswitch -z -g back-end-resource-group-1 -h node2
# scswitch -z -g back-end-resource-group-2 -h node2
...

# scswitch -z -g back-end-resource-group-n -h node2

17. node2上で、BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアを再スタートしま
す。

18. BroadVisionクライアントからクラスタに接続して、BroadVision One-To-One
Enterpriseソフトウェアが正常に機能していることを確認します。

19.手順 15から手順 18までの手順を、BroadVision One-To-One Enterpriseリソース
グループのすべての潜在主ノードで繰り返します。

次に進む手順
BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェア、データベース、および HTTPサー
バーのインストールを確認したなら、28ページの「Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseパッケージのインストール」に進みます。

Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseパッケージのイ
ンストール
Sun Clusterの初回のインストール時に BroadVision One-To-One Enterpriseパッケー
ジをインストールしなかった場合は、この手順でパッケージをインストールしてくだ
さい。この手順は、BroadVision One-To-One Enterpriseパッケージをインストールす
る各クラスタノード上で個別に実行します。この手順の実行には、Sun Java
Enterprise System Accessory CD Volume 3が必要です。

複数のデータサービスを同時にインストールする場合は、『Sun Clusterソフトウェア
のインストール (Solaris OS版)』の「ソフトウェアのインストール」に記載されてい
る手順を実行してください。

次のいずれかのインストールツールを使用して、BroadVision One-To-One Enterprise
パッケージをインストールします。
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� Web Startプログラム
� scinstallユーティリティー

注 – Web Startプログラムは、Sun Cluster 3.1 Data Services 10/03より前のリリースで
は使用できません。

� Web Startプログラムを使用して Sun Cluster HA
for BroadVision One-To-One Enterpriseパッケージ
をインストールする
Web Startプログラムは、コマンド行インタフェース (CLI)またはグラフィカルユー
ザーインタフェース (GUI)を使用して実行できます。CLIと GUIでの作業の内容と手
順はほとんど同じです。Web Startプログラムの詳細は、installer(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

1. BroadVision One-To-One Enterpriseパッケージをインストールするクラスタノー
ド上で、スーパーユーザーになります。

2. (省略可能) Web Startプログラムを GUIで実行する場合は、必ず DISPLAY環境変
数を設定します。

3. CD-ROMドライブに Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3を挿
入します。

ボリューム管理デーモン vold(1M)が実行されており、CD-ROMデバイスを管理
するように構成されている場合は、デーモンによって CD-ROMが自動的に
/cdrom/cdrom0ディレクトリにマウントされます。

4. CD-ROMの BroadVision One-To-One Enterpriseコンポーネントディレクトリに
切り替えます。

BroadVision One-To-One EnterpriseデータサービスのWeb Startプログラムは、
このディレクトリに入っています。

# cd /cdrom/cdrom0/\

components/SunCluster_HA_BV_3.1

5. Web Startプログラムを起動します。

# ./installer

6. プロンプトが表示されたなら、インストールの種類を選択します。

� Cロケールのみをインストールする場合は、Typicalを選択します。
� ほかのロケールをインストールする場合は、Customを選択します。
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7. 表示される手順に従って、ノードに BroadVision One-To-One Enterprise
パッケージをインストールします。

インストールが終了すると、Web Startプログラムのインストールサマリが出力さ
れます。このサマリーを使用して、インストール時にWeb Startによって作成され
たログを確認できます。これらのログは、/var/sadm/install/logsディレク
トリにあります。

8. Web Startプログラムを終了します。

9. CD-ROMドライブから Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3を
取り出します。

a. CD-ROMが使用されないように、CD-ROM上のディレクトリ以外に移動しま
す。

b. CD-ROMを取り出します。

# eject cdrom

次に進む手順
Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseパッケージのインストールが
終わったなら、34ページの「Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One
Enterpriseを登録して構成する」に進みます。

� scinstallユーティリティーを使用して Sun
Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
パッケージをインストールする
1. CD-ROMドライブに Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3を挿
入します。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが
表示されます。

4. Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3のパスを指定します。

ユーティリティーはこの CDをデータサービス CD-ROMとして示します。

5. インストールするデータサービスを指定します。
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選択したデータサービスが scinstallユーティリティによって示され、選択を確
定するように求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。

次に進む手順
Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseパッケージのインストールが
終わったなら、34ページの「Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One
Enterpriseを登録して構成する」に進みます。

Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseのインストール
と構成
この節では、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseの構成手順につ
いて説明します。

Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One
Enterprise拡張プロパティ
リソースを作成するには、表 4の拡張プロパティを使用します。リソースを作成する
ときに、コマンド行の scrgadm -x parameter=valueを使用して、拡張プロパティを構
成します。リソースが作成済みの場合は、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理
(Solaris OS版)』の「データサービスリソースの管理」に記載されている手順で、拡張
プロパティを構成します。拡張プロパティの中には動的に変更できるものがありま
す。それ以外の拡張プロパティは、リソースを作成するか無効にするときにしか更新
できません。そのプロパティをいつ変更できるかについては、説明欄の「調整 :」を
参照してください。すべての Sun Clusterプロパティの詳細については、『Sun
Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「標準プロパティ」を参照し
てください。
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表 4 Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise拡張プロパティ

プロパティの種類 プロパティ名 説明

BroadVision
One-To-One
Enterprise構成

BVUSER BroadVisionユーザー
の UNIX ID。bvuser
を、希望するユーザー
名に変更してくださ
い。

初期値:なし

調整:作成時

BV1TO1_VAR bvuserとして設定され
る環境変数。

初期値:なし

調整:作成時
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表 4 Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise拡張プロパティ (続き)
プロパティの種類 プロパティ名 説明

プローブ Monitor_retry_interval Resource Group
Manager (RGM)が障
害モニターの失敗を数
える期間 (単位:分)障
害モニターは、拡張プ
ロパティ
Monitor_retry_count
で指定されている回数
を超えて失敗すること
があります。
Monitor_retry_interval
が指定する期間内に失
敗回数が
Monitor_retry_count
の値を超える場合に
は、Process Monitor
Facility (PMF)は障害
モニターを再起動しま
せん。

初期値:2

調整:任意の時点

Monitor_retry_count 障害モニターに対して
Sun Clusterソフト
ウェアが許可する
PMF再起動の回数。

初期値: 4

調整:任意の時点

Probe_timeout 検証のタイムアウト値
(秒)。

デフォルト:180

調整:任意の時点
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表 4 Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise拡張プロパティ (続き)
プロパティの種類 プロパティ名 説明

デーモン START_ORB_SERVERS ブール型。デフォルト
では、このデータサー
ビスはリソース内の
orbixデーモンとす
べての BroadVision
デーモンを起動しま
す。orbixデーモン
は、必要に応じて
orbixサーバーを起
動します。データサー
ビスが orbixサー
バーを起動するように
したい場合は、このプ
ロパティを TRUEに設
定してください。

デフォルト:FALSE

調整:任意の時点

� Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One
Enterpriseを登録して構成する
次の手順で Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseの構成と登録を行
ないます。

注 – Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseを起動する前に、データ
ベースがアクセス可能であることを確認してください。

1. ルートホスト、バックエンド、および Interaction Managerサーバーと、すべての
BroadVision One-To-One Enterpriseサーバーを停止します。

注 –この手順は、BroadVision One-To-One Enterpriseインストールをテストした
後に実行してください。

2. ps(1)コマンドを実行して、すべてのクラスタノードで BroadVision One-To-One
Enterpriseプロセスと orbixデーモン (orbixd)がすべて停止していることを確
認します。

3. 1つのクラスタノードのスーパーユーザーになります。
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4. scrgadmコマンドを実行し、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One
Enterpriseのリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.bv

-a データサービスのリソースタイプを追加します。

-t SUNW.bv 当該データサービス用にあらかじめ定義されているリソースタイ
プを指定します。

5. scrgadmコマンドを実行し、ルートホストリソース、バックエンドリソース、お
よび Interaction Managerリソースを作成します。

a. 23ページの「BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェア、データベー
ス、および HTTPサーバーインストールを構成して確認する」の手順 2で作成
したフェイルオーバーリソースグループ内に、ルートホストリソースとバック
エンドリソースを作成します。

注 – bvuserと BV1TO1_VARは、すべてのリソースで同じでなければなりませ
ん。

# scrgadm -a -j root-host-resource -g root-host-resource-group -t SUNW.bv -x BVUSER=bvuser
-x BV1TO1_VAR=path-to-bv1to1_var-directory
# scrgadm -a -j back-end-resource-1 -g back-end-resource-group-1 -t SUNW.bv -x BVUSER=bvuser
-x BV1TO1_VAR=path-to-bv1to1_var-directory
# scrgadm -a -j back-end-resource-2 -g back-end-resource-group-2 -t SUNW.bv -x BVUSER=bvuser
-x BV1TO1_VAR=path-to-bv1to1_var-directory
...
# scrgadm -a -j back-end-resource-n -g back-end-resource-group-n -t SUNW.bv -x BVUSER=bvuser
-x BV1TO1_VAR=path-to-bv1to1_var-directory

-j root-host-resource
ルートホストリソースの名前を指定します。

-x BVUSER= bvuser
BroadVisionユーザー名を指定します。

-x BV1TO1_VAR= path-to-bv1to1_var-directory
$BV1TO1_VARディレクトリのパスを指定します。

-j back-end-resource-n
バックエンドリソースの名前を指定します。

b. スケーラブルリソースグループ内に Interaction Managerリソースを作成しま
す。

注 – bvuserと BV1TO1_VARは、すべてのリソースで同じでなければなりませ
ん。
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# scrgadm -a -j im-resource -g im-resource-group -t SUNW.bv -x BVUSER=bvuser /

-x BV1TO1_VAR=path-to-bv1to1_var-directory

-j im-resource Interaction Managerリソースの名前を指定します。

6. scswitchコマンドを実行し、BroadVision One-To-One Enterpriseリソースを含
めたリソースグループを有効にしてオンラインの状態にします。

# scswitch -Z -g root-host-resource-group
# scswitch -Z -g back-end-resource-group-1
# scswitch -Z -g back-end-resource-group-2
...
# scswitch -Z -g back-end-resource-group-n
# scswitch -Z -g im-resource-group

� Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One
Enterpriseのインストールと構成を確認する
次の手順で、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseを正しくインス
トール、構成できたことを確認します。

1. Webブラウザから、BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアで構成し
たアプリケーションにログインします。

2. ルートホストリソースグループを管理するノードにログインします。

3. BroadVisionユーザーになります。

4. ルートホストプロセスを停止します。

a. BV_LOCAL_HOST環境変数を root-host-logical-hostnameとして設定します。

b. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを有効にします。

c. 次の BroadVisionコマンドを実行します。

# bvconf shutdown -local

注 – Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise障害モニターがルート
ホストを再起動します。

5. BroadVision One-To-One Enterpriseに対するWebブラウザ接続が、まだ有効で
あることを確認してください。
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6. scswitchコマンドを実行し、ルートホストリソースグループをほかのクラスタ
ノード (node2など)に切り替えます。

# scswitch -z -g root-host-resource-group -h node2

7. BroadVision One-To-One Enterpriseに対するWebブラウザ接続が、まだ有効で
あることを確認してください。

8. 各バックエンドリソースグループごとに、手順 2から手順 7を繰り返します。

次に進む手順
以上で、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストールと構
成は終わりです。補足情報として以下の節を参照してください。

� 38ページの「例 – Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのイン
ストール、構成、および管理」

� 31ページの「Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise拡張プロパ
ティ」

� 49ページの「Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise障害モニ
ターの動作」

� 51ページの「BroadVision One-To-One Enterpriseの機能」

� Command Centerを BroadVision One-To-One
Enterpriseサーバーに接続する
次の手順で、Command Centerをクラスタ上に構成された BroadVision One-To-One
Enterpriseサーバーに接続します。この手順では、Command Centerを BroadVision
One-To-One Enterpriseサーバーに接続する 2つの方法を説明します。

1. どちらの方法を使用するかを選択します。

� Dynamic Control Center (DCC)が IIOPではなく POOPを使用するように変更
する。

この方法を使用する場合、手順 2に進みます。

� すべてのクラスタノードと論理ホスト名および IPアドレスを含むよう
にIT_LOCAL_ADDR_LISTプロパティを設定する。

この方法を使用しない場合は、手順 3に進みます。

2. Dynamic Control Center (DCC)が IIOPではなく POOPを使用するように変更し
ます。このためには、My
Computer/HKEY_CURRENT_USER/Software/BroadVision/Dynamic
Control Center/4.2/Options/Use IIOP Windows レジストリエントリの値
を 0に設定します。
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3. orbixデーモンを実行するすべてのクラスタノードおよび論理ホスト名の IPアド
レスを含むように IT_LOCAL_ADDR_LISTプロパティを設定します。

例 - Command Centerを Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseに接続する
この例では、次のサンプル IPアドレスを使用して bv1to1.confファイルに追加し
ます。

ルートホスト 10.10.102.225

バックエンドホスト 10.10.102.226

Interaction Managerホスト 10.10.102.222

Interaction Managerホスト 10.10.102.223

これらのサンプル IPアドレスを使って、次の行を bv1to1.confファイルのグロー
バル exportセクションの下で、IT_DAEMON_PORTプロパティの前に追加します。

IT_LOCAL_ADDR_LIST = “127.0.0.1”
+ “10.10.102.222”
+ “10.10.102.223”
+ “10.10.102.225”
+ “10.10.102.226”

;

注 – DCCはフェイルオーバーから回復できません。詳細については、BroadVision
One-To-One Enterpriseサポートに問い合わせてください。

例 – Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseのインストー
ル、構成、および管理
39ページの「例 1 –インストールと構成」と 40ページの「例 2 –管理コマンド」
は、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストール、構成、
および管理の方法について示しています。次の表は、クラスタと BroadVision
One-To-One Enterprise構成の情報を一覧で示しています。この情報は、両方の例に
適用されます。
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表 5例 –クラスタの情報

ノード名 phys-schost-1 、phys-schost-2

論理ホスト名 schost-1、schost-2

リソースグループ root-host-resource-group (ルートホストリソースの場合)、
back-end-resource-group (バックエンドリソースの場合)、
im-resource-group (Interaction Managerリソースの場合)

リソース root-host-resource (BroadVision ルートホストリソース),
back-end-resource (BroadVision バックエンドリソース)、
im-resource (BroadVision Interaction Managerリソース)

表 6例 – BroadVision構成の情報

BVユーザー BVUSER (すべてのクラスタノードで使用)

BV1TO1_VARディレクトリ /global/broadvision/bvuser/bv1to1_var

ルートホスト schost-1

バックエンドホスト schost-2

Interaction Manager 1 phys-schost-1

Interaction Manager 2 phys-schost-2

例 1 –インストールと構成
この例は、データサービスのインストールと構成の方法を示しています。

(BroadVisionリソースタイプを登録する)
phys-schost-1:> scrgadm -a -t SUNW.bv

(バックエンドプロセスとルートホストプロセス用にフェイルオーバーリソースグループを作成する)
phys-schost-1:> scrgadm -a -g root-host-resource-group
phys-schost-1:> scrgadm -a -g back-end-resource-group

(Interaction Managerプロセス用にスケーラブルリソースグループを作成する)
phys-schost-1:> scrgadm -a -g im-resource-group -y Maximum_primaries=2 /
-y Desired_primaries=2

(論理ホスト名をフェイルオーバーリソースグループに追加する)
phys-schost-1:> scrgadm -a -L -g root-host-resource-group -l schost-1
phys-schost-1:> scrgadm -a -L -g back-end-resource-group -l schost-2

(ルートホストリソース、バンクエンドリソース、Interaction Managerリソースを作成する)
phys-schost-1:> scrgadm -a -j root-host-resource -g root-host-resource-group /
-t SUNW.bv -x BVUSER=bvuser -x BV1TO1_VAR=/global/broadvision/bvuser/bt1to1_var
phys-schost-1:> scrgadm -a -j back-end-resource -g back-end-resource-group /
-t SUNW.bv -x BVUSER=bvuser -x BV1TO1_VAR=/global/broadvision/bvuser/bt1to1_var
phys-schost-1:> scrgadm -a -j im-resource -g im-resource-group -t SUNW.bv /
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-x BVUSER=bvuser -x BV1TO1_VAR=/global/broadvision/bvuser/bt1to1_var

(すべてのリソースグループをオンラインにする)
phys-schost-1:> scswitch -Z -g root-host-resource-group
phys-schost-1:> scswitch -Z -g back-end-resource-group

phys-schost-1:> scswitch -Z -g im-resource-group

例 2 –管理コマンド
この例は、管理者に便利な一般的な管理コマンドを示しています。

(リソースグループの状態を調べる)
phys-schost-1:> scstat -g

(注: BroadVision Interaction Manager 1、ルートホスト、バックエンドのすべての
プロセスは phys-schost-1上で実行される。Interaction Manager 2プロセスは
phys-schost-2で実行されなければならない)

(フェイルオーバーをテストする。ルートホストリソースグループと
バックエンドリソースグループを別のノードに切り替える)
phys-schost-1:> scswitch -z -g root-host-resource-group -h phys-schost-2
phys-schost-1:> scswitch -z -g back-end-resource-group -h phys-schost-2

(注: BroadVisionルートホストとバックエンドのすべてのプロセスが
phys-schost-2上で実行されている)

(最大および希望のプライマリ数は 2に設定されているため、Interaction Manager
は、2ノードクラスタで実行される。phys-schost-2で実行される Iteraction Manager 2を停止する
)
phys-schost-1:> scswitch -z -g im-resource-group -h phys-schost-1

(すべてのリソースグループを停止する)
phys-schost-1:> scswitch -F -g root-host-resource-group
phys-schost-1:> scswitch -F -g back-end-resource-group
phys-schost-1:> scswitch -F -g im-resource-group

(すべてのBroadVisionリソースとリソースグループを削除して無効にする)
phys-schost-1:> scswitch -n -j root-host-resource
phys-schost-1:> scswitch -n -j back-end-resource
phys-schost-1:> scswitch -n -j im-resource
phys-schost-1:> scswitch -n -j schost-1
phys-schost-1:> scswitch -n -j schost-2
phys-schost-1:> scrgadm -r -j root-host-resource
phys-schost-1:> scrgadm -r -j back-end-resource
phys-schost-1:> scrgadm -r -j im-resource
phys-schost-1:> scrgadm -r -j schost-1
phys-schost-1:> scrgadm -r -j schost-2
phys-schost-1:> scrgadm -r -j root-host-resource-group
phys-schost-1:> scrgadm -r -j back-end-resource-group
phys-schost-1:> scrgadm -r -j im-resource-group

(リソースタイプを削除する)
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phys-schost-1:> scrgadm -r -t SUNW.bv

代替構成
各バックエンドリソースに求められる管理の柔軟性と精度に応じて、1つのフェイル
オーバーリソースグループだけが n個の論理ホスト名を使用し、すべてのバックエン
ドリソースとホストリソースを含むように設定できます。

注 –この代替構成の説明は、17ページの「代替構成: BroadVision One-To-One
Enterpriseのバックエンドとルートホストサーバー向けに 1つのリソースグループを
持つクラスタ」を参照してください。

この代替構成を設定するには、以下の作業を行なってください。

� 41ページの「代替構成: BroadVision One-To-One Enterprise、データベース、お
よび HTTPサーバーのインストールを構成して確認する」

� 46ページの「代替構成: Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
パッケージをインストールする」

� 46ページの「代替構成: Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
を登録して構成する」

� 48ページの「代替構成: Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
のインストールを確認する」

注 –これらの作業では、2つのリソースグループを設定します。一方のフェイル
オーバーリソースグループは、ルートホストリソースとバックエンドリソースを含
みます。もう一方のスケーラブルリソースグループは、Interaction Managerリ
ソースを含みます。この代替構成作業では、ルートホストリソースとバックエンド
リソースを含むフェイルオーバーリソースグループは failover-resource-groupと示さ
れます。

� 代替構成: BroadVision One-To-One Enterprise、
データベース、および HTTPサーバーのインス
トールを構成して確認する
次の手順では、バックエンドホストとルートホストがフェイルオーバー構成で動作で
きるすべてのノード上で、バックエンドプロセスの開始と停止をテストします。ま
た、この手順を使用してクラスタ内で構成した BroadVision One-To-One Enterprise
Interaction Managersもテストします。
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1. フェイルオーバーリソースグループを作成して、BroadVision One-To-One
Enterpriseバックエンドリソースとルートホストリソースを含めます。

# scrgadm -a -g failover-resource-group [-h nodelist]

-g failover-resource-group バックエンドホストとルートホストの論理ホスト名
およびリソースを含むリソースグループの名前を指
定します。フェイルオーバーリソースグループの名
前は任意に選択できますが、クラスタ内のリソース
グループとして一意のものでなければなりません。

[-h nodelist] 潜在マスターを識別する物理ノード名または IDをコ
ンマで区切ったリストで指定します (省略可能)。こ
の順序で、Resource Group Manager (RGM)は、
フェイルオーバー時の主ノードを決定します。

2. 使用するすべての論理ホスト名がネームサービスデータベースに追加されているか
どうかを確認します。

さらに、使用するすべての論理ホスト名を各クラスタノードの
/etc/inet/hostsファイルに追加します。これで、ネームサービスが停止して
もノードはそれらのローカルホストファイルで名前とアドレスのマッピングを確認
できます。

3. scrgadm(1M)コマンドを実行し、フェイルオーバーリソースグループが使用する
論理ホスト名を追加します。

# scrgadm -a -L -g failover-resource-group -l root-host-logical-hostname-1 [-n netiflist]
# scrgadm -a -L -g failover-resource-group -l back-end-logical-hostname-1 [-n netiflist]
# scrgadm -a -L -g failover-resource-group -l back-end-logical-hostname-2 [-n netiflist]
...

# scrgadm -a -L -g failover-resource-group -l back-end-logical-hostname-n [-n netiflist]

-l root-host-logical-hostname ルートホストリソースが使用する論理ホスト名
を指定します。

-l back-end-logical-hostname-n 各バックエンドリソースが使用する論理ホスト
名を指定します。

[-n netiflist] 各ノード上の IPネットワークマルチパスグルー
プをコンマで区切って指定します (省略可能)。
netiflistは、リソースグループのノードリストに
あるすべてのノードを包含していなければなり
ません。このオプションを指定しないと、
scrgadmコマンドが、nodelistのノードごとに、
ホスト名リストに指定されているネットワーク
アダプタをサブネットから見つけようとしま
す。

4. Interaction Manager用のスケーラブルリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g im-resource-group -y Maximum_primaries=n -y Desired_primaries=n
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-g im-resource-group Interaction Managerが含まれるスケーラブルリ
ソースグループの名前を指定します。どのよう
な名前でもかまいませんが、クラスタ内のリ
ソースグループごとに一意である必要がありま
す。

-y Maximum_primaries =m このリソースグループに許可するアクティブ主
ノードの最大数を指定します。このプロパ
ティに値を指定しない場合は、デフォルトの 1
になります。

-y Desired_primaries =n このリソースグループに許可するアクティブ主
ノードの希望数を指定します。このプロパ
ティに値を指定しない場合は、デフォルトの 1
になります。

5. 1つのクラスタノードから scswitch(1M)コマンドを実行してフェイルオーバー
リソースグループを管理された状態に変更し、このグループをオンラインにしま
す。

# scswitch -Z -g failover-resource-group

注 –スケーラブルリソースグループにはまだリソースが含まれないため、スケーラ
ブルリソースグループをオンラインにする必要はありません。論理ホスト名リソー
スを使用できないと BroadVision One-To-One Enterpriseバックエンドプロセスは
開始できないため、フェイルオーバーリソースグループはオンラインにする必要が
あります。

6. データベースがアクセス可能であることを確認します。

詳細は、データベースのマニュアルを参照してください。

7. 任意のクラスタノードから BroadVision One-To-One Enterpriseバックエンド
サーバーがデータベースにアクセスできるようにデータベースが構成されているか
を確認します。

詳細は、データベースのマニュアルを参照してください。

8. フェイルオーバーリソースグループを管理するクラスタノードに、BroadVision
ユーザーとしてログインします。

9. 『BroadVision One-To-One Enterprise Installation and Administration Guide』の手順に
従って、以下の BroadVisionコマンドを実行します。

a. BV_LOCAL_HOST環境変数を root-host-logical-hostnameとして設定します。

b. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを有効にします。
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c. ルートホストで bvconf bootstrap コマンドを実行して、BroadVision
One-To-One Enterpriseのインストールを開始します。

注 – bvconfコマンドはスーパーユーザーとして実行しないでください。

% bvconf bootstrap -r root-host-logical-hostname

d. BV_LOCAL_HOST環境変数を back-end-logical-hostnameまたは im-hostnameとし
て設定します。

e. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを有効にします。

f. 各バックエンドホストおよび Interaction Managerホストに対してbvconf
executeコマンドを実行し、BroadVision One-To-One Enterpriseインストー
ルを構成して開始します。

% bvconf execute -local -var shared -r root-host-logical-hostname

10. BroadVision コマンド bvconf gateway を実行して、HTTP ゲートウェイアプリ
ケーションのゲートウェイ構成ファイルを生成します。

このコマンドは、ファイルを生成してそれらを $BV1TO1_VAR/etc/appName.cfg
ファイルに書き込みます。

% bvconf gateway -A appName

-A appName $BV1TO1_VAR/etc/bv1to1.conf構成ファイルで定義されてい
るゲートウェイアプリケーション名を指定します。詳細について
は、『BroadVision One-To-One Enterprise Installation and
Administration Guide』を参照してください。

11. HTTPインスタンスを実行する各クラスタノードで、/etc/opt/BVSNsmgr
ディレクトリにゲートウェイアプリケーション構成ファイルをコピーします。

注 – .cfg.拡張子の付いたゲートウェイアプリケーション構成ファイルをコピーし
てください。

詳細については、『BroadVision One-To-One Enterprise Installation and Administration
Guide』を参照してください。

12. HTTPサーバーを構成して起動します。

詳細は、HTTPサーバーのマニュアルを参照してください。HTTPサーバー構成の
詳細は、『BroadVision One-To-One Enterprise Installation and Administration
Guide』を参照してください。
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13. BroadVisionクライアントから BroadVisionサイトに接続し、インストールを確
認します。

14. BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアが正常に動作していれば、次の
操作を行なって Interaction Manager、バックエンドプロセス、およびルートホス
トプロセスを停止します。

a. Interaction Managerを停止します。

i. BV_LOCAL_HOST環境変数を im-hostnameとして設定します。

ii. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを有効にします。

iii.次のコマンドを実行します。

# bvconf shutdown -local

b. バックエンドプロセスを停止します。

i. BV_LOCAL_HOST環境変数を back-end-logical-hostname-nとして設定します。

ii. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを有効にします。

iii.次のコマンドを実行します。

# bvconf shutdown -local

c. ルートホストプロセスを停止します。

i. BV_LOCAL_HOST環境変数を root-host-logical-hostnameとして設定します。

ii. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを有効にします。

iii.次のコマンドを実行します。

# bvconf shutdown -local

15. scswitchコマンドを実行し、フェイルオーバーリソースグループをほかのクラス
タノード (node2など)に切り替えます。

# scswitch -z -g failover-resource-group -h node2

16. BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアを再スタートします。

17. BroadVisionクライアントからクラスタに接続して、BroadVision One-To-One
Enterpriseソフトウェアが正常に機能していることを確認します。

18.手順 15から手順 18までの手順を、BroadVision One-To-One Enterpriseリソース
グループのすべての潜在主ノードで繰り返します。

Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストールと構成 45



� 代替構成: Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseパッケージをインストール
する
次の手順で、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseパッケージをイ
ンストールします。この作業には、Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume
3が必要です。この手順は、Sun Clusterの初期インストール時にデータサービス
パッケージをインストールしていない場合を想定しています。Sun Clusterの初期イン
ストール時に Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseパッケージをイ
ンストールしている場合は、46ページの「代替構成: Sun Cluster HA for
BroadVision One-To-One Enterpriseを登録して構成する」へ進み、Sun Cluster HA
for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストールと構成を行います。それ以外
の場合は、次の手順で、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
パッケージをインストールします。Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One
Enterpriseを実行できるすべてのノードで、この作業を行なう必要があります。

1. CD-ROMドライブに Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3を挿
入します。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが
表示されます。

4. Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3のパスを指定します。

ユーティリティーはこの CDをデータサービス CD-ROMとして示します。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティによって示され、選択を確
定するように求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。

� 代替構成: Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseを登録して構成する
Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseの登録と構成を行うには、次
の手順を実行してください。
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注 – Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseを起動する前に、データ
ベースがアクセス可能であることを確認してください。

1. ルートホスト、バックエンド、および Interaction Managerサーバーと、すべての
BroadVision One-To-One Enterpriseサーバーを停止します。

注 –この手順は、BroadVision One-To-One Enterpriseインストールをテストした
後に実行してください。

2. ps(1)コマンドを実行して、すべてのクラスタノードで BroadVision One-To-One
Enterpriseプロセスと orbixデーモン (orbixd)がすべて停止していることを確
認します。

3. 1つのクラスタノードのスーパーユーザーになります。

4. scrgadmコマンドを実行し、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One
Enterpriseのリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.bv

-a データサービスのリソースタイプを追加します。

-t SUNW.bv 当該データサービス用にあらかじめ定義されているリソースタイ
プ名を指定します。

5. scrgadmコマンドを実行し、ルートホストリソース、バックエンドリソース、お
よび Interaction Managerリソースを作成します。

a. リソースごとに Network_resources_usedプロパティを設定し、適切な論
理ホスト名を指定します。

1つのリソースグループ内に 2つ以上のバックエンドリソースを作成してある
場合、Network_resources_usedプロパティを設定しなければ検証メソッド
が失敗します。

# scrgadm -a -j root-host-resource -g failover-resource-group -t SUNW.bv
-y Network_resources_used=root-host-logical-hostname -x BVUSER=bvuser
-x BV1TO1_VAR=path-to-bv1to1_var-directory
# scrgadm -a -j back-end-resource-1 -g failover-resource-group -t SUNW.bv
-y Network_resources_used=back-end-logical-hostname-1 -x BVUSER=bvuser
-x BV1TO1_VAR=path-to-bv1to1_var-directory
...
# scrgadm -a -j back-end-resource-n -g failover-resource-group -t SUNW.bv
-y Network_resources_used=back-end-logical-hostname-n -x BVUSER=bvuser
-x BV1TO1_VAR=path-to-bv1to1_var-directory
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-j root-host-resource
ルートホストリソースの名前を指定します。

-x BVUSER= bvuser
BroadVisionユーザー名を指定します。

-x BV1TO1_VAR= path-to-bv1to1_var-directory
$BV1TO1_VARディレクトリのパスを指定します。

-j back-end-resource-n
バックエンドリソースの名前を指定します。

注 –フェイルオーバーリソースグループの Network_resource_usedプロパ
ティに定義されていた論理ホスト名はすべて作成されている必要があります (
41ページの「代替構成: BroadVision One-To-One Enterprise、データベース、
および HTTPサーバーのインストールを構成して確認する」の手順 3を参照)。

b. 41ページの「代替構成: BroadVision One-To-One Enterprise、データベース、
および HTTPサーバーのインストールを構成して確認する」の手順 4で作成し
たスケーラブルリソースグループ内に Interaction Managerリソースを作成し
ます。

# scrgadm -a -j im-resource -g im-resource-group -t SUNW.bv

-x BVUSER=bvuser -x BV1TO1_VAR=path-to-bv1to1_var-directory

-j im-resource Interaction Managerリソースの名前を指定します。

6. scswitchコマンドを実行し、BroadVision One-To-One Enterpriseバックエンド
リソースとルートホストリソースを含むようになったリソースグループを有効にし
ます。

# scswitch -Z -g failover-resource-group
# scswitch -Z -g im-resource-group

� 代替構成: Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseのインストールを確認する
Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストールを確認する手
順は次のとおりです。

1. Webブラウザから、BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアで構成し
たアプリケーションにログインします。

2. フェイルオーバーリソースグループを管理しているノードにログインします。

3. BroadVisionユーザーになります。
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4. ルートホストプロセスを停止します。

a. BV_LOCAL_HOST環境変数を root-host-logical-hostnameとして設定します。

b. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを有効にします。

c. 次の BroadVisionコマンドを実行します。

# bvconf shutdown -local

注 – Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise障害モニターがルート
ホストを再起動します。

5. BroadVision One-To-One Enterpriseに対するWebブラウザ接続が、まだ有効で
あることを確認してください。

6. scswitchコマンドを実行し、フェイルオーバーリソースグループをほかのクラ
スタノード (node2など)に切り替えます。

# scswitch -z -g failover-resource-group -h node2

7. BroadVision One-To-One Enterpriseに対するWebブラウザ接続が、まだ有効で
あることを確認してください。

Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterprise障害モニターの
動作
Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise障害モニターは、BroadVision
One-To-One Enterpriseバックエンドと Interaction Managerプロセスの健全性を
チェックします。BroadVision One-To-One Enterpriseプロセスの健全性は、
BroadVision One-To-One Enterpriseリソースの障害履歴に影響し、それによって障害
モニターのアクションが取られます。各 BroadVision One-To-One Enterpriseリソース
については、障害モニターは再起動、フェイルオーバーなどのアクションを起こしま
せん。
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Interaction Managerの障害監視
Interaction Managerリソースについては、次の 2つの状況が同時に発生している場合
にだけフェイルオーバーが発生します。

� 主ノードの候補数が主ノードの最大数より少ない。
� いずれかのノードが使用不可能である。

フェイルオーバーのあとで次の 2つの状況が同時に発生していると、障害モニターは
どのクラスタノードでもリソースを再起動しません。

� Interaction Managerリソースグループの主ノードの最大数と候補数が同じであ
る。

� Retry_countプロパティに指定されている回数だけ、障害モニターが Interaction
Managerリソースの再起動を行なった。

Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One
Enterprise障害検証
各 BroadVision One-To-One Enterpriseリソース (ルートホスト、バックエンドホス
ト、および Interaction Managerホスト)の障害モニターは、以下のプロセスを監視し
ます。

� すべての BroadVision One-To-One Enterpriseリソースに共通する orbixデーモ
ン (orbixd ) –検証機能は、ps(1)コマンドを使用して orbixdが機能しているこ
とを確認します。orbixdが機能していない場合、検証機能は障害が復旧したと見
なし、Resource Group Manager (RGM)が orbixデーモンを再起動します。

orbixデーモンは、チェックポイント機能と共に起動されます。このため、
orbixdの直前のインスタンスによって起動された BroadVision One-To-One
Enterpriseサーバーは新しい orbixdインスタンスを使用して動作を継続します。

� リソースで構成した BroadVision One-To-One Enterpriseデーモン – orbixdが
健全な場合、検証機能は BroadVision コマンドの bvconf ps を使用して、
BroadVision One-To-One Enterpriseデーモンが機能していることを確認します。
BroadVision One-To-One Enterpriseデーモンが機能していない場合、RGMはその
リソースを再起動します。これにより、構成されているすべてのデーモンが再起動
されます。
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BroadVision One-To-One Enterpriseの機
能
この節では、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseで予測される動
作について説明します。

� One-To-Oneデータベースにエラーが発生し、バックエンドホストがフェイルオー
バーする –データベースにエラーが発生し、データベースがオンラインに戻る前に
バックエンドホストがフェイルオーバーすると、BroadVision One-To-One
Enterpriseリソースはどのクラスタノードでもオンラインに戻りません。データ
ベースが正常に再起動された場合、BroadVision One-To-One Enterpriseリソース
を再び起動します。

� 起動順リストに含まれているホストがオフラインになっている – BroadVision
One-To-One Enterpriseリソースは、決まった順序で起動されなければなりませ
ん。この順序は、BroadVision コマンド bvconf bootstrap で示されます。次に
示す状況が同時に発生している場合、リソースグループ内のホスト名に構成されて
いる BroadVision One-To-One Enterpriseプロセスは起動しません。

� 起動順リスト内のリソースの中にオフラインのものがある。

� 起動順リスト内のオフラインになっているリソースの後にリストされている
BroadVision One-To-One Enterpriseリソースを起動した。

これらの状況が同時に発生すると、リソースグループはオンラインになりますがプ
ロセスは起動しません。検証機能は、起動順リスト内のリソースグループがオンラ
インになるのを待ったあとでこのリソースの BroadVision One-To-One Enterprise
プロセスを開始します。

� BroadVisionリソースグループと Oracleリソースグループが同時にフェイルオー
バーする – Oracleを使用しているときに、BroadVision One-To-One Enterprise
バックエンドリソースグループと Oracleリソースグループが同時にフェイルオー
バーした場合、一部の BroadVisionデーモンは再起動に失敗します。このような再
起動の失敗は、Oracleデータベースが再起動している間に発生します。
BroadVision One-To-One Enterpriseリソースは、再起動に失敗したデーモンが起
動されるまで再起動を試みます。
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